
トンネルを供用しながら覆工コンクリートをリニューアル

R e ラ イ ニ ン グ 工 法
技 術 概 要

2302

『Reライニング工法』は、トンネルを供用しながら老朽化した覆工コンクリートを、内空断面を縮小せずにリニューアル
する技術です。移動式プロテクタの内側に一般車を通行させながら、上部で切削機を使用して既設覆工コンクリートを
15～30cmの厚さで切削除去した後、切削した部分に覆工セントルを使用して内巻き覆工コンクリートを構築します。
これにより、大規模なトンネル覆工コンクリートの打替えや補強を安全かつ高速に行えます。

Reライニング工法の特徴
①活線下で覆工コンクリートの改築
・移動式プロテクタを使用することで、一般車を通行させながら覆工を改築できる
②内空断面を縮小せずに覆工コンクリートの改築が可能
・既設覆工コンクリートを切削・内巻きすることで、内空断面を縮小せず建築限界を確保できる
③防水、導水処理、補強への対応
・内巻き覆工の施工前に、防水シートや導水工、ロックボルトによる地山補強を行うことが可能
④覆工コンクリートの緻密性確保と工期短縮
・早強・中流動コンクリートにより、充填性と早期・長期強度を確保できるため、早期開放が可能
・内巻き覆工は現場打ちコンクリートのほか、プレキャスト製品にも対応できるため、早期開放が可能
⑤活線下での改築コストの削減
・移動式プロテクタにより、改築影響範囲を限定的に防護できるため、コスト削減が可能
・各設備は分離して切削やコンクリート打設など単体の業務にも対応できるため、コスト削減が可能
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Reライニング工法 システム概要
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施工順序

① 坑内設備移設

② 切 削 工

③ 防水シート工

④ 内巻き覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ

⑤ ｺﾝｸﾘｰﾄ養生

⑥ ﾌﾟﾛﾃｸﾀ移動

⑦ ｾﾝﾄﾙ脱型・移動

⑧ 坑内設備復旧
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約50m
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項目
内巻き覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ

品質目標

圧縮強度
3.0N/mm2(材齢14時間)

18.0N/mm2(材齢3日)

可使時間 促進剤添加後60分

スランプフロー 45.0±5.0cm

空気量 4.5±1.5%

最大粗骨材寸法 20mm

移動式ﾌﾟﾛﾃｸﾀ
切削ﾄﾞﾗﾑ
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※「Reライニング工法」は、(国研)土木研究所、 (株)鴻池組、岐阜工業(株)、(株)流機エンジニアリングの共同開発工法です。


